
２
０
２
３
年
度

�

お
客
様
紹
介
運
動
実
績

＝
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
応
援
運
動
＝

平
素
、
お
客
様
紹
介
運
動
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
環
境

を
乗
り
越
え
、
個
人
旅
行
に
お
い
て
も
、

店
舗
の
営
業
施
策
転
換
と
Ｗ
ｅ
ｂ
販
売

と
の
棲
み
分
け
、
商
品
体
系
の
抜
本
的

見
直
し
な
ど
、
今
、
次
の
成
長
に
向
け

て
様
々
な
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
以
前
の
国
内
・
海
外
の
セ

ッ
ト
旅
行
を
ご
存
知
の
方
は
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
申
込
日
で
価
格

が
異
な
る
こ
と
や
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
旅
行
価
格
を

確
認
す
る
こ
と
な
ど
、
昔
の
知
識
が
役

に
立
た
な
い
場
合
も
あ
り
、
様
々
な
場

面
で
戸
惑
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
改
革
の
流

れ
の
中
、
今
後
と
も
、
ま
す
ま
す
の
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
お
客
様
紹
介
運
動
の

実
績
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

◎�

旅
行
紹
介
（
対
前
年
）�

�

１
２
９
件
（
59
%
）�

�

２
３
９
７
万
円
（
75
%
）

◎�

ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
紹
介
（
対
前
年
）��

１
８
１
件
（
73
%
）�

�

１
１
９
６
万
円
（
74
%
）

◎�

お
せ
ち
の
鉄
人
（
対
前
年
）�

�

53
件
（
87
%
）

◎�

Ｗ
ｅ
ｂ
旅
行
紹
介
（
対
前
年
）�

�

66
件
（
80
%
）

な
お
、今
ま
で
「
お
客
様
紹
介
運
動
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
て
い
ま
し

た
が
、
ご
自
身
の
旅
行
は
紹
介
に
な
ら

な
い
と
考
え
る
方
も
お
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
か
ら
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ

応
援
運
動
」
と
し
て
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

吉
例
の
「
感
謝
の
意
」
は
、
旅
行
紹

介
、
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
、
そ
れ
ぞ
れ
取
扱

額
の
ベ
ス
ト
３
の
方
に
贈
呈
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

☆
旅
行
紹
介
ベ
ス
ト
３

松
井　

勝
彦
さ
ん
（
湘
南
）

船
山　

里
子
さ
ん
（
な
ん
た
い
）

鶴
岡　

克
己
さ
ん
（
武
蔵
野
）

☆
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
紹
介
ベ
ス
ト
３

新
井　

京
子
さ
ん
（
東
京
２
３
）

中
島　

嘉
秋
さ
ん
（
さ
き
た
ま
）

野
崎　

正
治
さ
ん
（
湘
南
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

参
加
者
募
集

お
申
し
込
み
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ

︵
所
属
倶
楽
部
名
・
年
齢
要
︶

初
夏
の
暑
気
払
い
懇
親
会

忘
年
会
以
来
の
初
夏
の
懇
親
会
を
開

催
し
ま
す
。
会
場
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
水
戸
支

店
近
く
、
水
戸
駅
南
口
か
ら
徒
歩
７
分

の
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル
水
戸
で
す
。

皆
さ
ん
で
楽
し
く
懐
か
し
く
、
そ
し
て

ゆ
っ
く
り
と
初
夏
の
夕
べ
を
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
？　

特
別
イ
ベ
ン
ト
も
ご

用
意
し
ま
し
た
。

他
倶
楽
部
の
方
々
の
参
加
も
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

期
日　

７
月
９
日
㈫　

17
時
開
宴

会
場　

�

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル
水
戸
12
階

「
レ
ス
ト
ラ
ン
滬ふ

う

」

会
費　

７
０
０
０
円

主
催　

と
き
わ
路
倶
楽
部

担
当　

小こ

圷あ
く
つ　

達
男

�

☎
０
８
０
（
５
０
６
５
）
２
１
０
８

　
　
　

池
田　

勇

�

☎
０
９
０
（
２
６
７
０
）
９
６
６
３

倶
楽
部
だ
よ
り

武
蔵
野
倶
楽
部

二
ヶ
領
用
水
と

�

久
地
円
筒
分
水
を
歩
く
（
報
告
）

菜
種
梅
雨
の
風
雨
が
弱
ま
っ
た
３
月

25
日
、
Ｊ
Ｒ
南
武
線
登
戸
駅
に
集
合
し
、

江
戸
時
代
初
期
に
農
業
用
水
と
し
て
造

ら
れ
た
『
二
ヶ
領
用
水
』
沿
い
を
歩
き

ま
し
た
。

両
岸
の
桜
並
木
が
ピ
ン
ク
色
に
染
ま

っ
て
出
迎
え
て
く
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

代
わ
り
に
時
折
傘
の
花
が
咲
く
と
い
う

少
々
残
念
な
天
候
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、

１
輪
、
２
輪
と
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
花
を

見
つ
け
て
は
喜
び
、
用
水
に
遊
ぶ
鴨
や

鷺
な
ど
の
鳥
達
に
励
ま
さ
れ
、
春
の
訪

れ
を
満
喫
し
ま
し
た
。

散
策
の
後
半
で
は
、『
久
地
の
円
筒

分
水
』
と
い
う
聞
き
慣
れ
な
い
装
置
の

正
体
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
川

の
水
を
近
隣
の
村
々
に
公
平
に
分
配
す

る
仕
組
み
で
、
地
上
に
降
り
立
っ
た
Ｕ

Ｆ
Ｏ
（
未
確
認
飛
行
物
体
）
の
よ
う
な

形
状
を
し
て
い
ま
す
。
当
時
も
今
も
水

の
確
保
は
重
要
問
題
で
す
が
、
こ
の
分

配
方
式
な
ら
村
同
士
の
争
い
を
避
け
る

こ
と
が
で
き
る
は
ず
と
、
先
人
の
知
恵

の
深
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
の
フ
ォ
ト
日
記
を
関
東

支
部
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
笑
覧
く
だ
さ
い
。�

（
山
田　

記
）

参
加
者
募
集
一
覧�

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。

実
施
日

内

容

主　

催

6
月

26
日
㈬

南
摩
ダ
ム
見
学
・
鹿
沼
散
策
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ん
た
い

7
月

9
日
㈫

初
夏
の
暑
気
払
い
懇
親
会

と
き
わ
路

8
月

23
日
㈮
『
学
芸
シ
リ
ー
ズ
』
歌
舞
伎
座
観
劇
会
（
８
回
目
）

東
京
２
３

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
募
集
一
覧�

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
の
各
倶
楽
部
主
催
ゴ
ル
フ（
募
集
）参
照
。

開
催
日

コ
ン
ペ
名

場　

所

主　

催

6
月

19
日
㈬
第
１
５
０
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ
宇
都
宮
ガ
ー
デ
ン
Ｇ
Ｃ

な
ん
た
い

7
月

12
日
㈮
第
１
２
８
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

内
原
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
と
き
わ
路

17
日
㈬
第
１
５
１
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ
宮
の
森
Ｃ
Ｃ

な
ん
た
い

久地の円筒分水にて
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東
京
２
３
倶
楽
部

『
花
シ
リ
ー
ズ
』東
京
さ
く
ら
ト
ラ
ム
で

�
桜
🌸
の
名
所
を
巡
る
（
報
告
）

桜
の
開
花
が
遅
れ
、
気
を
も
ん
だ
こ

の
春
、
３
月
28
日
に
都
内
の
桜
の
見
ど

こ
ろ
を
巡
り
ま
し
た
。

肥後細川庭園にて

地
下
鉄
早
稲
田
駅
を
ス
タ
ー
ト
、
神

田
川
沿
い
を
、
地
域
の
歴
史
に
精
通
さ

れ
た
２
３
倶
楽
部
の
榎
本
宗
輔
さ
ん
に

解
説
い
た
だ
き
な
が
ら
散
策
し
ま
し
た
。

か
つ
て
松
尾
芭
蕉
が
奥
の
細
道
以
前

に
暮
ら
し
た
と
い
う
「
関
口
芭
蕉
庵
」。

そ
の
頃
芭
蕉
は
神
田
上
水
の
改
修
工
事

に
携
わ
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
さ
ら
に

隣
接
す
る
肥
後
藩
主
細
川
家
の
下
屋
敷

跡
「
肥
後
細
川
庭
園
」。
桜
は
咲
き
始
め

で
も
、
椿
・
木
蓮
・
シ
ャ
ガ
の
花
々
に

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
お
よ
そ
百
年
前
に
神
田
川
の

清
流
で
染
色
業
が
盛
ん
だ
っ
た
頃
の
名

残
の「
東
京
染
め
も
の
が
た
り
博
物
館
」

で
は
、
ご
婦
人
方
が
思
い
が
け
ず
染
め

物
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

す
ぐ
近
く
を
通
る
レ
ト
ロ
な
東
京
さ

く
ら
ト
ラ
ム
（
都
電
荒
川
線
）
に
面
影

橋
駅
か
ら
大
塚
駅
ま
で
乗
車
、
駅
近
く

の
ホ
テ
ル
で
季
節
の
和
食
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

午
後
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
発
祥
の
地
、

駒
込
・
巣
鴨
を
、
こ
の
エ
リ
ア
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
で
も
あ
る
２
３
倶
楽

部
の
野
萩
勝
利
さ
ん
の
流
暢
な
道
案
内

で
散
策
。
高
村
光
太
郎
・
智
恵
子
夫
妻

ら
が
眠
る
染
井
霊
園
を
ひ
と
回
り
し
、

再
び
東
京
さ
く
ら
ト
ラ
ム
で
飛
鳥
山
ま

で
足
を
延
ば
し
、
江
戸
・
明
治
・
大
正

の
人
々
が
楽
し
ん
だ
都
内
桜
の
名
所
巡

り
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。�（
栗
林　

記
）

さ
き
た
ま
倶
楽
部

戦
国
時
代
を
経
て
残
る
鉢
形
城
址
と

�

長
瀞
ラ
イ
ン
下
り
（
報
告
）

４
月
５
日
、
参
加
者
15
名
、
小
雨
降

る
寄
居
駅
を
出
発
。
ま
ず
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
で
鉢
形
城
址
を
巡

り
ま
し
た
。
こ
の
断
崖
絶
壁
の
要
害
を

前
に
数あ

ま
た多
の
戦
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

こ
と
を
現
代
の
人
は
現
実
と
し
て
信
じ

ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
今
年
は
桜
の
開

花
が
遅
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
早
咲
き

の
氏う

じ

邦く
に

桜ざ
く
ら

（
城
主
の
北
条
氏
邦
に
因
ん

だ
愛
称
）
を
観
る
こ
と
が
で
き
、
地
上

と
違
っ
た
景
観
に
満
足
し
ま
し
た
。

城
址
か
ら
荒
川
正
喜
橋
を
渡
っ
た
所

に
は
、
こ
の
辺
り
の
岸
辺
を
こ
よ
な
く

愛
し
た
、
７
代
目
松
本
幸
四
郎
の
別
邸

が
あ
り
ま
し
た
。
今
は
地
元
の
憩
い
の

場
、
雀す

ず
め
の
み
や宮
公
園
に
な
っ
て
い
ま
す
。

長
瀞
地
区
で
は
、
長
瀞
駅
か
ら
宝
登

山
神
社
に
向
か
う
参
道
の
満
開
の
桜
並

木
に
皆
感
動
し
、
最
後
に
長
瀞
ラ
イ
ン

下
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。�（
関
根　

記
）

秩
父
札
所
巡
り
（
第
５
回
）（
報
告
）

４
月
17
日
、
参
加
者
13
名
、
秩
父
鉄

道
影
森
駅
を
ス
タ
ー
ト
。
ま
ず
は
27
番

大
渕
寺
へ
。
裏
山
に
立
つ
護
国
観
音
は

高
崎
・
大
船
と
共
に
関
東
３
大
観
音
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

29番長泉院にて

28
番
橋
立
堂
は
、
近
く
に
鍾
乳
洞
が

あ
る
よ
う
に
石
灰
岩
に
沿
っ
て
立
っ
て

い
て
、
本
尊
は
秩
父
札
所
で
唯
一
の
馬

頭
観
音
で
す
。
平
坦
な
道
を
行
き
、
29

番
長
泉
院
へ
。
こ
こ
は
龍
神
伝
説
が
あ

り
、
本
尊
の
聖
観
音
は
龍
頭
観
音
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
途
中
に
枝
垂
桜
で

名
高
い
清
雲
寺
が
あ
り
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
桜
は
も
う
散
っ
て
い
ま
し
た
。

昼
食
は
「
そ
ば
道
場
あ
ら
か
わ
亭
」

で
、
ざ
る
そ
ば
と
小
天
丼
を
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
の
札
所
に
は
電

車
で
行
き
ま
し
た
が
、
電
車
待
ち
の
間
、

買
い
物
や
昼
寝
を
し
て
、
武
州
中
川
駅

か
ら
白
久
駅
へ
、
そ
し
て
30
番
法
雲
寺

へ
。
30
分
程
坂
道
を
歩
き
、
唐
の
玄
宗

皇
帝
が
楊
貴
妃
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に

自
刻
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
如
意
輪
観
音

を
参
拝
。
別
名
楊
貴
妃
観
音
と
も
呼
ば

れ
て
い
て
、
絵
馬
に
も
美
し
い
楊
貴
妃

が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

少
し
暑
い
一
日
で
し
た
が
、
４
札
所

を
元
気
に
巡
り
ま
し
た
。�（
中
島　

記
）

北
関
東
倶
楽
部

通
常
総
会
・
親
睦
会
（
報
告
）

４
月
８
日
、『
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
高
崎
』
に
て
、
21
名
の
出
席
を
得

て
２
０
２
４
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

木
部
世
話
人
代
表
の
倶
楽
部
運
営
へ

の
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
た
挨
拶
で
開

会
さ
れ
、
⑴
事
業
報
告
／
決
算
報
告
、

⑵
事
業
計
画
案
／
予
算
案
、
⑶
当
倶
楽

部
会
則
制
定
等
、
全
て
の
議
案
が
無
事

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

改
め
て
倶
楽
部
会
員
相
互
の
親
睦
・

交
流
を
深
め
る
活
動
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

総
会
後
の
親
睦
会
で
は
、
久
し
ぶ
り

に
会
う
会
員
相
互
の
近
況
を
語
り
合
い

な
が
ら
、
時
を
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
、
笑

顔
が
絶
え
な
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

（
落
合　

記
）

湘

南

倶

楽

部

湘
南
倶
楽
部
創
立
30
周
年
記
念
バ
ス
旅

「
早
春
の
三
島
を
訪
ね
る
！
」（
報
告
）

４
月
８
日
、
横
浜
駅
に
28
名
が
集
合

（
現
地
参
加
２
名
）。
雨
を
心
配
し
つ

つ
、
定
刻
８
時
に
出
発
し
ま
し
た
。

東
名
高
速
は
混
雑
も
な
く
、
バ
ス
は

雪
帽
子
の
富
士
山
を
右
に
左
に
見
な
が

ら
走
り
、
三
嶋
大
社
に
到
着
。
図
ら
ず

も
満
開
の
桜
が
迎
え
て
く
れ
、
皆
大
喜

び
。
奈
良
時
代
の
古
文
書
に
も
出
て
く

る
伊
豆
国
随
一
の
社
に
参
拝
し
ま
し
た
。

そ
し
て
早
め
の
昼
食
、
お
楽
し
み
の

鰻
屋
へ
。
三
島
鰻
の
旨
さ
は
富
士
山
の

伏
流
水
に
あ
り
…
…
清
水
に
数
日
さ
ら

さ
れ
た
鰻
は
、
身
も
ふ
っ
く
ら
と
し
て

香
ば
し
く
、
誠
に
誠
に
美
味
で
し
た
。

雨
が
ポ
ツ
ポ
ツ
落
ち
て
く
る
中
、
柿

田
川
湧
水
公
園
へ
。
富
士
山
に
降
っ
た

雪
が
28
年
を
経
て
、
こ
ん
こ
ん
と
湧
き

出
て
い
て
、
自
然
の
神
秘
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

氏邦桜前にて
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続
い
て
三
島
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
へ
。

全
長
４
０
０
ｍ
の
吊
り
橋
で
、
高
所
恐

怖
症
の
数
名
を
除
き
空
中
散
歩
を
楽
し

み
ま
し
た
。
朝
見
え
た
富
士
山
は
雲
隠

れ
で
し
た
が
、
遠
く
駿
河
湾
を
望
め
ま

し
た
。

最
後
は
伊
豆
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
で
お

土
産
を
買
い
込
み
、
横
浜
へ
の
帰
途
に
。

６
年
ぶ
り
の
バ
ス
旅
も
、
手
頃
な
参
加

費
で
内
容
も
濃
か
っ
た
と
、
好
評
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。�

（
鷲
澤　

記
）

に
い
が
た
倶
楽
部

第
９
回
に
い
が
た
街
歩
き
（
報
告
）

４
月
10
日
、
13
名
の
参
加
で
新
発
田

編
を
実
施
し
ま
し
た
。
新
潟
駅
よ
り
40

分
で
新
発
田
駅
へ
移
動
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
案
内
で
、
新
発
田
生
誕
の

実
業
家
大
倉
喜
八
郎
が
、
東
京
向
島
に

建
設
し
、
近
年
新
発
田
に
移
築
さ
れ
た

蔵
春
閣
を
見
学
。
明
治
時
代
、
渋
沢
栄

一
や
政
財
界
の
大
物
、
海
外
か
ら
の
賓

客
を
も
て
な
す
迎
賓
館
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
た
。
水
晶
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
、

欄
間
の
彫
刻
、
そ
し
て
谷
文
晁
筆
と
言

わ
れ
る
天
井
画
等
絢
爛
豪
華
を
象
徴
す

る
建
築
物
。

こ
の
後
、
県
内
唯
一
の
大
名
庭
園
清

水
園
と
足
軽
長
屋
を
見
学
。
前
日
の
悪

天
候
か
ら
一
転
、
青
空
と
桜
そ
し
て
緑

の
回
遊
庭
園
が
織
り
な
す
『
春
爛
漫
』

を
楽
し
ん
だ
。

食
前
酒
を
王
紋
酒
造
で
の
試
飲
で
済

ま
せ
た
後
、「
割
烹
北
辰
」
に
て
ミ
ニ

会
席
を
堪
能
し
、
自
由
解
散
で
駅
ま
で

移
動
、
帰
路
の
途
に
つ
い
た
。

�

（
高
橋　

記
）

常

磐

倶

楽

部

清
水
公
園
つ
つ
じ
鑑
賞
と

�

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
（
報
告
）

4
月
18
日
、
つ
つ
じ
の
花
も
開
花
し

始
め
た
野
田
清
水
公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

会
場
で
他
倶
楽
部
9
名
を
含
む
32
名
の

参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

新
倉
代
表
の
挨
拶
、
二
階
堂
さ
ん
の

乾
杯
で
開
宴
し
、
今
年
は
有
名
銘
柄
の

日
本
酒
、
新
発
売
の
ビ
ー
ル
等
飲
み
物

の
内
容
も
充
実
し
て
、
皆
さ
ん
酒
量
も

増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
新
鮮
な
肉
、
野

菜
も
十
分
で
、
参
加
者
全
員
満
足
し
て

話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

心
配
さ
れ
た
天
気
も
予
想
が
外
れ
、

絶
好
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
日
和
と
な
り
ま

し
た
。
初
参
加
の
方
も
含
め
昔
話
に
花

が
咲
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
に
時
間
の
経

つ
の
も
忘
れ
、
予
定
時
間
を
過
ぎ
て
か

ら
矢
澤
事
務
局
長
の
中
締
め
で
来
年
の

再
会
を
約
し
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
西
袋　

記
）

と
き
わ
路
倶
楽
部

久
慈
川
畔
の
お
花
畑
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
（
報
告
）

４
月
30
日
、「
道
の
駅
常
陸
大
宮
・

か
わ
プ
ラ
ザ
」
に
あ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

広
場
に
て
、
12
名
の
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
。

目
の
前
は
広
々
と
し
た
久
慈
川
の
河

川
敷
、
周
り
は
春
の
花
々
が
い
っ
ぱ
い

・
・
・
、
少
し
雨
模
様
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
親
睦
を
皆
で

楽
し
み
ま
し
た
。
寺
門
代
表
よ
り
た
く

さ
ん
の
野
菜
が
提
供
さ
れ
、
そ
れ
に
新

鮮
な
肉
魚
貝
…
お
腹
を
満
た
し
て
、
次

回
（
夏
の
懇
親
会
）
の
再
会
を
約
束
し

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。�

（
池
田　

記
）

同
好
会
だ
よ
り

や
ぐ
る
ま（
川
柳
会
）

４
月
の
互
選
句

４
月
の
題
は
「
波
」

舵
取
り
を
妻
に
任
せ
て
波
静
か

�

手
塚　
　

実

つ
ら
か
ろ
う
津
波
に
向
う
防
波
堤

�

竹
田　

圭
子

老
故
か
波
風
立
た
ぬ
夫
婦
仲

�

丸
木　

正
登

株
高
値
波
に
乗
れ
ず
に
ま
た
逃
が
す

�

横
山　

信
之

顧
み
て
波
瀾
万
丈
な
き
人
生

�

荒
井　

春
雄

大
波
小
波
過
ぎ
て
味
出
る
老
夫
婦

�

長
谷
川
政
榮

政
界
に
改
革
の
波
夢
な
の
か

�

岡
田　

秀
雄

�

（
手
塚　

記
）

テ
ニ
ス
同
好
会

第
15
回
お
花
見
会
（
報
告
）

３
月
29
日
の
予
定
で
し
た
が
、
全
く

咲
い
て
い
な
い
桜
と
大
雨
に
当
た
っ
て

し
ま
い
、
４
月
５
日
に
延
期
し
て
、
定

期
練
習
後
の
お
花
見
親
睦
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
ま
だ
桜
は
３
分
咲
き
な
が
ら
、

王
道
の
「
ザ
・
花
見
」
宴
会
を
12
名
の

参
加
者
で
楽
し
み
ま
し
た
。

テ
ニ
ス
の
練
習
場
所
で
お
花
見
場
所

で
も
あ
る
清
原
工
業
団
地
へ
は
、
昨
年

開
通
し
た
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
利
用
し
て
行
く
こ

と
が
で
き
、
便
利
に
な
っ
た
宇
都
宮
を

実
感
し
ま
し
た
。�

（
船
山　

記
）

会
員
だ
よ
り

退
職
後
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

�

さ
き
た
ま　

石
黒　

憲
二

ま
ず
は
、
退
職
前
か
ら
計
画
し
て
い

た
旧
街
道
の
東
海
道
・
中
山
道
・
甲
州

街
道
を
歩
く
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

構
想
を
練
っ
て
、
気
侯
を
考
え
な
が
ら

日
程
を
組
み
、
踏
破
し
ま
し
た
。
江
戸

蔵春閣前にて
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時
代
の
人
に
な
っ
た
気
分
で
楽
し
い
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
じ
シ
二
ア
が
集
ま
っ
て

い
る
地
元
の
シ
ニ
ア
大
学
に
入
学
し
、

２
年
間
の
講
座
と
部
活
動
で
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
、
卒
業
後
も
部
活
動

を
継
続
し
な
が
ら
、
仲
間
達
と
楽
し
い

時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
歴
史
に
も
興
味
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
浦
和
ガ
イ
ド
会
会
員
募
集
に

応
募
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
を
す
る

際
、
い
か
に
し
て
時
間
内
に
ガ
イ
ド
を

終
わ
ら
せ
る
か
、
資
料
作
り
に
苦
労
し

て
い
ま
す
が
、
無
事
に
当
日
ガ
イ
ド
を

終
了
し
た
時
に
は
達
成
感
が
得
ら
れ
、

そ
れ
を
糧
に
頑
張
っ
て
ガ
イ
ド
を
続
け

て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
元
の
公
民
館
広
報
に
掲
載

す
る
【
私
た
ち
の
浦
和
学
】
の
テ
ー
マ

を
与
え
ら
れ
て
、
会
員
が
順
番
に
原
稿

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
色
々
な
文
献
に

接
す
る
の
で
、
ガ
イ
ド
す
る
際
の
資
料

作
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
勉
強
し
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
を
続
け
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

旅
の
途
上
～
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
～

�

さ
き
た
ま　

小
見
山　

進

も
う
50
年
前
の
出
来
事
。
私
は
某
製

薬
会
社
に
よ
る
薬
局
オ
ー
ナ
ー
25
人
の

招
待
団
体
旅
行
の
添
乗
員
で
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
マ
ニ
ラ
に
行
っ
た
。
３
泊
４
日
の

旅
で
、
そ
の
３
日
目
の
こ
と
だ
っ
た
。

マ
ニ
ラ
か
ら
バ
ス
で
２
時
間
半
程
の

パ
グ
サ
ン
ハ
ン
（
映
画
『
地
獄
の
黙
示

録
』
の
ロ
ケ
地
）
の
川
下
り
を
楽
し
ん

で
の
帰
り
、
マ
ニ
ラ
郊
外
に
差
し
か
か

る
と
、
突
然
空
が
暗
く
な
り
、
豪
雨
に

な
っ
た
。
川
の
水
が
溢
れ
、
道
路
は
見

る
見
る
う
ち
に
濁
流
に
飲
み
込
ま
れ
た
。

橋
が
流
さ
れ
た
。
バ
ス
は
そ
の
場
で
立

ち
往
生
。
日
が
暮
れ
て
暗
闇
に
な
り
、

バ
ス
の
運
転
手
と
ガ
イ
ド
が
様
子
を
見

に
行
っ
た
が
、
そ
の
ま
ま
戻
ら
ず
。
26

人
の
日
本
人
が
バ
ス
の
中
に
取
り
残
さ

れ
た
。
水
か
さ
が
増
し
バ
ス
は
流
さ
れ
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
引
っ
か
か
っ
て
止
ま

っ
た
。「
マ
ニ
ラ
郊
外
で
日
本
人
観
光

客
26
人
が
遭
難
」、
翌
日
の
新
聞
記
事

が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
バ
ス
の
中
が
騒
然

と
し
て
き
た
。

そ
の
時
、「
添
乗
員
さ
ん
遠
く
に
灯

り
が
見
え
る
」
と
い
う
声
が
し
た
。
そ

れ
を
聞
い
た
私
は
「
こ
の
ま
ま
こ
こ
に

い
た
ら
、
バ
ス
ご
と
流
さ
れ
て
死
ん
で

し
ま
う
。
灯
り
に
向
か
っ
て
歩
き
ま
し

ょ
う
。
水
は
腰
ま
で
の
深
さ
で
す
。
荷

物
を
ま
と
め
て
頭
の
上
に
乗
せ
て
私
の

後
に
付
い
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
、

闇
夜
の
濁
流
の
中
を
先
頭
に
な
っ
て
歩

き
出
し
た
。

20
～
30
分
く
ら
い
歩
く
と
、
小
高
い

丘
の
上
で
数
十
人
が
焚
き
火
を
し
て
い

た
。
人
々
は
私
達
に
驚
き
な
が
ら
、
焚

き
火
の
周
り
に
招
い
て
く
れ
た
。
私
は

命
が
助
か
っ
た
と
思
っ
た
。団
員
に「
お

土
産
に
買
っ
た
お
菓
子
で
も
い
い
か
ら

出
し
て
、
お
礼
に
使
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

歌
を
歌
っ
て
お
互
い
に
励
ま
し
合
い
ま

し
ょ
う
。
日
本
が
戦
争
を
し
て
い
た
国

で
す
、
軍
歌
は
ダ
メ
で
す
。
童
謡
に
し

ま
し
ょ
う
」
と
提
案
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
場
は
日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
歌
合

戦
の
よ
う
な
大
合
唱
に
な
っ
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
軍

の
ト
ラ
ッ
ク
が
来
た
。
日
本
人
観
光
客

で
、
マ
ニ
ラ
に
帰
る
途
中
で
遭
難
し
た

こ
と
を
訴
え
た
と
こ
ろ
、
私
達
は
ト
ラ

ッ
ク
で
マ
ニ
ラ
の
ホ
テ
ル
ま
で
送
ら
れ

た
。
夜
中
の
１
時
だ
っ
た
。
後
に
、
当

時
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
戒
厳
令
下
で
、
夜

中
の
12
時
に
は
軍
隊
の
見
回
り
が
あ
り
、

そ
の
軍
隊
に
助
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

そ
の
日
の
朝
８
時
に
マ
ニ
ラ
を
出
て
、

正
午
に
は
全
員
が
無
事
羽
田
に
帰
る
こ

と
が
で
き
た
。
た
く
さ
ん
の
お
土
産
話

を
持
っ
て
・
・
・
。

【
共
同
通
信
元
記
者
の
ブ
ロ
グ
よ
り
】

人
は
日
々
、
死
と
隣
り
合
わ
せ
て
生

き
て
い
る
。
そ
れ
を
意
識
す
る
か
、
人

に
よ
っ
て
異
な
る
。
こ
こ
で
紹
介
し
た

小
見
山
進
さ
ん
の
体
験
は
、
限
界
ぎ
り

ぎ
り
に
追
い
込
ま
れ
て
も
人
の
生
き
る

力
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
。

お
客
様
紹
介
運
動

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

２
月�

敬
称
略

◆
旅
行
（
出
発
分
）◆

五
十
嵐
雪
雄	

石
川
尅
巳	

小
川
睦
美

小
曽
根
利
文	

金
子
守
雅	

菊
地
和
夫

庄　

達
夫	

鈴
木
泰
夫	

戸
倉　

高

西
袋
哲
也	

羽
鳥　

均	

原
田
清
孝

松
井
文
雄	

三
冨
峰
子	

山
本
喜
一

◆
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
◆

井
上
恵
司	

小
林
哲
二	

小
見
山
進

瀬
戸　

修	

中
島
嘉
秋	

野
崎
正
治

水
野
敏
博	

鷲
澤
典
子

３
月�

敬
称
略

◆
旅
行
（
出
発
分
）◆

井
筒
秀
明	

奥
村
明
美	

小
曽
根
利
文

加
藤
弘
朗	

金
政
初
美	

多
々
良
正
子

鶴
岡
克
己	

寺
門　

忍	

長
島
喜
恵
子

橋
本
紀
子	

藤
田　

勝	

船
山
里
子

真
次
敏
夫	

米
澤
竹
雄	

渡
辺
千
枝

◆
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
◆

小
川　

元	

小
林
哲
二	

斉
藤
寛
子

塩
野
ま
す
み	

鈴
木
恵
子	

中
島
嘉
秋

濱
野
キ
ヨ
子	

藤
田　

勝

新

入

会

員

を

ご

紹

介

し

ま

す

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
に
新
た
に
入
会
さ
れ
た
10

名
の
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
４
月
〉

横
浜
市　
　
　
　
　

高
井　

晴
彦
さ
ん

（
湘
南
倶
楽
部
）

世
田
谷
区　
　
　
　

嘉
本　

繫
実
さ
ん

（
東
京
２
３
倶
楽
部
）

川
口
市　
　
　
　
　

寿
浦　

修
二
さ
ん

所
沢
市　
　
　
　
　

永
井　

洋
之
さ
ん

（
さ
き
た
ま
倶
楽
部
）

三
鷹
市　
　
　
　
　

今
井　

敏
行
さ
ん

府
中
市　
　
　
　
　

末
永　

安
生
さ
ん

（
武
蔵
野
倶
楽
部
）

船
橋
市　
　
　
　
　

川
口　

大
景
さ
ん

（
京
葉
倶
楽
部
）

鴻
巣
市　
　
　
　
　

田
沼　

令
子
さ
ん 

前
橋
市　
　
　
　
　

前
川　
　

隆
さ
ん 

（
北
関
東
倶
楽
部
）

さ
く
ら
市　
　
　
　

落
合
千
枝
子
さ
ん

（
な
ん
た
い
倶
楽
部
）

お

知

ら

せ

新
入
会
員
勧
誘
の
お
声
が
け
を
！

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
に
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
お
よ
び
Ｊ

Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
会
社
・
団
体
に
お
い
て
、

社
員
・
契
約
社
員
と
し
て
５
年
以
上
勤

務
し
、
退
職
し
た
方
で
あ
れ
ば
、
入
会

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
会
員
お
よ
び
会
員
資
格
の
あ

る
方
が
死
去
し
た
場
合
、
そ
の
配
偶
者

の
方
も
、
当
該
支
部
の
理
事
会
の
承
認

を
得
て
入
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
近
く
に
そ
の
よ
う
な
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
く

だ
さ
い
。

会
員
だ
よ
り
原
稿
募
集
中

情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
会
員
だ
よ

り
欄
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
様
の
、
近
況
、
旅
行
記
、
夢
や
抱
負
、

自
慢
、
趣
味
、
近
況
な
ど
（
除
く
営
業

目
的
）、
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

５
０
０
字
程
度
の
原
稿
に
タ
イ
ト
ル

を
付
け
、
ご
自
身
の
写
真
を
添
え
て
、

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
支
部
だ
よ
り
担
当
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

◎�

住
所
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
＝
１
ペ
ー
ジ
最
上
段

の
支
部
だ
よ
り
タ
イ
ト
ル
蘭
参
照
。

◎�

メ
ー
ル
＝job@

proof.ocn.ne.jp

訃

報

星
野　
　

収
さ
ん　
（
78
歳
）

�

令
和
６
年
４
月
19
日

宮
嶋　
　

恂
さ
ん　
（
90
歳
）

�

令
和
６
年
５
月
６
日

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

 ◎
本
部
・
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

�

閲
覧
コ
ー
ド

ユ
ー
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ー
名
＝
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ｔ
ｂ
ｏ
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ｏ
ｇ

パ
ス
ワ
ー
ド
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